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夏目漱石著『草枕』の舞台は、大都会を遠くはなれた鄙の温泉場(モデルは熊本市郊外の

小天温泉)。主人公は、超俗（非人情）の美的生活にあこがれる青年画家。そして、随所に

芸術論が展開される。それらを吟味すれば、二十世紀初頭における、あるいは現在に通じ

る、わが国知識人の西洋美術史理解を知ることができる。ここでは、主人公の画工（ある

いは著者漱石)の裸体画論をとりあげ、次のように論を進める。 

一 『草枕』七段。画工は、目の前に突然あらわれた女主人公の裸身をきっかけに、彼の

裸体画論を展開する。その論の展開を状況の推移を追いながら詳しく紹介する。 

二 画工の思いは眼前の光景を離れ、はるか近世フランスの裸体画へと飛び、それを卑し

く品がないと激しく非難しながらも、「蔽
おお

えば、うつくしきものが隠れる。かくさねば卑し

くなる」という奇妙な二律背反
アンティノミー

を提起する。 

三 画工は、「今
きん

世
せい

仏国の裸体画」をひとまとめに否定する。しかし実態はどうか。ここで

は、十九世紀後半のフランス裸体美術の動きをアカデミズムとモダニズムの対比のなかで

追跡する。 

四 画工は「今
きん

世
せい

仏国の裸体画」に対する非難をさらにつづけ、それが「下品」なのは、

そこに余裕がないからだとする。そして、「年々のサロンの目録」に充満する裸体美人の余

裕のなさを口を極めて攻撃する。 

五 「年々のサロン」とは、いつの、どのサロンのことだったのか。画工（そして著者漱

石）は、古代以来の西洋美術の結晶ともいうべき裸体画について、何を知っていたのだろ

うか。渡欧前、滞欧中、帰国後の漱石の裸体画体験を追う。 

六 画工は、目の前の女主人公の裸身に「うつくしい画題」を見、彼の理想とする裸体画

について詳述する。それが、西洋美術の裸体画といかに異なるものであるかを考察する。 

西洋に反発しながらも西洋に学ぶ漱石は、西洋の裸体画に常に関心を寄せ、それに惹か

れる自身を否定すべく、激しく非難した。しかし漱石が、西洋の裸体画についてどのくら

い知っていたかは、疑問のままのこる。『草枕』の裸体画論を吟味して見えてくるのは、近

代西洋美術史の奔流の傍らで戸惑う、ひとりの異邦人の姿であるといえよう。 

 


